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Ⅰ．はじめに
　介護プロフェッショナルキャリア段位制度（以下、キャリア段位制度）は、介護の質向上、介護職
員の処遇向上に可能性があるものの、現在は、全国的な広まりやレベル認定者の増加に関して停滞傾
向にある。その理由と展望について検討する。現在のキャリア段位制度を取り巻く状況を概観し、レ
ベル認定者養成のみならず、評価スケールの有効活用として、介護実習指導に対しての効果と可能性
について検討した結果をここに報告する。
Ⅱ．キャリア段位制度の現況
現在、国家戦略として進んでいるキャリア段位制度（介護職員の知識、技術を統一の基準で図る制
度）は、2013年度に内閣府の実践キャリア・アップ戦略として始まった。現在は、厚生労働省の「介
護職員資質向上促進事業」として実施されている。介護職員を、「実践的スキル（できる）」と「知識（わ
かる）」の両側面から評価する。（できる）については、アセッサーと呼ばれる事業所・施設内におけ
る内部評価者が統一の評価スケールを用いて評価を実施している。（わかる）については、介護福祉士、
介護職員初任者研修等の資格において判断する。
キャリア段位制度は、現在、アセッサー（評価者）が、全国で20,161名（2018年１月現在）、レベル
認定見込み者数は、4,765名、レベル認定者は、4,003名（2018年４月現在）である。青森県内のアセッ
サーは282名、レベル認定者は68名に留まっている。制度創設当初の目標である年間２万人のレベル
認定には遠く及ばない状況にある。
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筆者は、アセッサーと外部評価員資格を保持しており、介護施設においてアセッサーとしての活
動を行ったが、外部評価員としてはまだ未活動である。外部評価員は、アセッサーの内部評価の適切
性の確認と指導を行うが、有段者の人数、育成の停滞等により外部評価の実施まで及んでいないこと
が実態である。
アセッサーの講習費用は約２万円であり、レベル認定申請は7,100円の手数料が発生するが、講習
費用の助成に関しては各自治体が独自の補助を行っている。また、介護報酬のキャリアパス要件へ該
当されるなど、導入促進のための施策が行われている。東京都は、介護職員キャリアパス導入促進事
業として、レベル認定者に１人当たり年50万円まで、１事業所当たり年200万円までの補助を行う制
度を導入した。補助制度の影響もあり東京都はレベル認定者が全国最多の931人である。
このような報酬面での評価は、導入を加速する要素として考えられる。認知症ケアにおける現場
職員の研修である認知症介護実践者研修は、介護報酬の加算の要件でもあり人気が高い研修である。
図１介護プロフェッショナルキャリア段位の概要
※レベル５以上の認定は、現在は行われていない。
Ⅲ．目的
本研究では、介護実習に関わる介護職員から、キャリア段位制度の評価スケールを用いた介護実
習指導についての意識の調査を実施した。介護実習時の指導方法については、施設、指導者により指
導方法、内容が異なる場合がある。学生の養成校での学びとの差異や、統一された指導ではないこと
から発生する実習生の混乱等の弊害が棚田・松本（2014）により指摘されている。１）また、現場か
らも、実習生に対する指導方法、対応の方法について、より効果的な方法を望む声がある。
レベル2-1（入浴、食事、排泄、認知症ケア等、基本的介護）の実習指導を行うため、介護プロフェッ
ショナルキャリア段位制度の評価項目を用い、実習指導用シートを作成して活用した。
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図２ 介護プロフェッショナルキャリア段位制度の評価項目　一部抜粋
※図２にある通り介護職員の経験やカンではなく、統一された基準により介護職員の「できる」能力
を図ることがキャリア段位制度の評価スケールである。
Ⅳ．調査概要と分析方法
１．研究課題と調査方法
本報告は、キャリア段位制度を用いた実習指導の実践と、指導後の介護職員への質問紙調査を用
いて実施する。対象となる内容は、通所介護施設で行う実習種別Ⅰ（基礎的な介護の実践指導）である。
そのため、基礎的な介護であるキャリア段位制度のレベル2-1（入浴、食事、排泄、認知症ケア等、基
本的介護）の指導を展開し、実習生指導用に指導表を作り活用し、キャリア段位制度に沿った指導項
目で、何を説明したか、何を指導したか、実習生は基準に沿った介護行為を行えたか等、指導内容を
「見える化」した。上記の指導を実施後、指導に関わった職員の意識調査を、質問紙を用いて行った。
今回、実習種別Ⅰを選定した理由は、養成校卒業者をレベル2-1にする事がキャリア段位制度の目標
として検討されているためである。
図３ 実習指導表　一部抜粋（筆者作成）
※指導内容、指導者名、日付の記入により指導内容を指導者が随時確認できる。
− 132 −
　介護実習指導の意識調査として、「１. 介護実習指導を行う職員は、指導の進め方に困難を感じてい
る」「２. 介護実習指導を行う職員は、介護実習生に、技術よりもマナーや倫理を学んで欲しいと考え
ている」「３. 介護実習指導を行う職員は、養成校に、技術よりもマナーや倫理指導を求めている」「４. 介
護実習指導を行う職員は、キャリア段位制度の活用による介護実習指導に効果を感じている」の４つ
の作業仮説を設定した。調査方法として、介護実習生に指導する介護職員を対象とした自記式質問紙
調査の結果分析を実施した。
２．調査対象と調査実施期間
質問紙調査は、介護実習生に指導する介護職員の男女20名を対象とし、20名の回答を得た。なお、
調査は2015年９月～ 10月の期間に実施した。
質問目的
キャリア段位制度を用いた介護実習指導についての意識を把握する
調査時期　2015年９月～ 10月
調査対象　介護実習生に指導する介護職員
３．主な調査内容
＜質問紙調査＞
年齢、性別、介護実務経験年数等の基本属性に加え、介護実習生への指導の際に、困難感を感じ
ること、養成校に学生指導で望むこと、キャリア段位制度を用いた実習指導への意識等を主な質問項
目とした。
４．調査に際しての倫理的配慮
　調査実施に際しては、調査対象者への調査目的の説明を行い、調査協力は任意であること、協力し
ない場合に不利益は生じないことを説明し、協力の同意を得た。調査データの取り扱いに際しては、
対象者のプライバシー保護に留意し、管理を行った。本調査は、筆者が本学赴任前に実施した内容で
ある。
５．分析方法
　質問紙調査は、単純集計と自由回答を、質的データ分析法を参考として、コーディング、分析を実
施した。
Ⅴ．結果
作業仮説１について検証した結果、介護実習指導を行う職員は、指導の進め方が８人、マナー指
導は5人が困難を感じていることが明らかにされた。困難はないとの回答は２人にとどまった。
作業仮説２について検証した結果、介護実習指導を行う職員は、介護実習生に、技術よりも倫理
や利用者理解を学ぶことを求めていることが浮かび上がった。自由記述を含めて検討すると、技術、
知識を身につけることよりもマナーや倫理、家族の苦しみの理解など、福祉人としての根幹を学んで
欲しい（同一意見４）との意向が伺える。
作業仮説３について検証した結果、介護実習指導を行う職員は、養成校に、技術よりもマナーや
倫理指導を求めている事が明らかとなった。社会人マナーが９人、コミュニケーション技術が５人、
倫理観が４人に対して、介護技術は１人にとどまった。背景として、実習生のマナーが、水準に達し
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ていないことが要因と考えられる。学生の世代として、ゆとり世代が入っていることも要因の一つと
考察できる。
作業仮説４について検証した結果、介護実習指導を行う職員は、介護プロフェッショナルキャリ
ア段位制度の活用による介護実習指導に効果を感じている事が明らかとなった。かなり役立った５人、
役立った13人に対して、あまり役立なかった２人にとどまった。
図4　実習指導における相関図
Ⅵ．考察
　介護実習は、限られた期間で指導を展開している。指導に当たる職員も、介護福祉士、初任者研修
等、資格、経験に違いがあり、また、指導の方法も職員や施設によって違いがある。そのため、効果的、
効率的な実習指導の展開が求められている。キャリア段位制度は、統一のものさしで、介護職員のわ
かる、できる能力を図る制度であり、倫理や人権に裏打ちされた介護福祉実践を目的としている。今
回の実践では、実習指導担当者から、統一された基準による指導の展開と進捗の確認の点で、効果を
発揮したとの見解が得られた。指導者からの、マナーや倫理指導を重視する見解に応えるために、単
なる技術指導にとどまらない指導の展開が必要であり、倫理や尊厳を踏まえた評価を前提とした、キャ
リア段位に沿った指導の有効性が確認された。実習種別Ⅰでは、利用者理解、コミュニケーションが
主であり、介護の根幹である、利用者への接遇の指導をキャリア段位に基づいて展開が可能である。
実習生からは、養成校との指導内容との差異はなく、介護実習で発生する、職員のクセや施設独自の
ルールからの指導による混乱はなかったとの見解を得られた。そのため、介護実習指導の一つの方法
として、介護プロフェッショナルキャリア段位制度に基づく介護実習指導は効果があると考えられる。
Ⅶ．まとめ
1. 実習指導について
キャリア段位制度の評価スケールを用いた指導の実践と質問紙調査を踏まえて考察した結果、以
下の示唆を得た。
第１は、介護実習指導に関わる介護職員は、統一された指導方法の必要性を感じている。
− 134 −
第２は、介護実習指導の一つの方法として、キャリア段位制度に基づく介護実習指導は効果がある。
第３は、キャリア段位制度は、介護実習指導のOJTツールとして有用である。
本報告における介護実習指導は、一事業所での実践のため、期間、対象の制約がある。地域性や
サンプル数の不足などの課題があるため、より大きな規模で調査する必要がある。
また、養成校における学生評価の際にも、キャリア段位制度の評価スケールを活用できないか検
討する必要がある。
2. キャリア段位制度について
　介護職員の処遇改善、能力指標のためには、介護職員の能力を可視化し、能力によるインセンティ
ブを与える方策が考えられる。そのため、キャリア段位制度のレベル認定者の増加は、解決の方策と
なりえるが、前述の通り育成は進んでいない。キャリア段位制度の進展のためには、報酬面の評価と
並行してOJTツール、実習指導ツールとしても評価スケールが有用であることをPRする必要がある。
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